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4　re a l - t i m e  T r u e  F I S P  c i n eによる心機能評

価の有用性について

堀 祐 郎

新潟大学医学部附属病院放射線科

【目的】 安静 呼吸下 で の r e a ト ti m e T r u e F IS P

ci n e ( r e al - ti m e ci n e) による心機能計測の 精度

を検定する .

【方法】 対象は 24 例. r e a ト ti m e ci n e ( T R/ T E /

F A/ m at ri x - 2 .6/ 1 .3/ 50
D

/ 63 × 12 8) は安静呼吸

下 に て 1 0 m m 間隔 で 心室全体 を覆うよう に短軸

1 2 - 1 4 断面を 3 0 秒程度で撮像した . 比較の た め

に 呼吸停止下 で の s e g m e n t e d T r u e F IS P ci n e

( s e g m e n t e d ci n e) (3 .4/ 1 .7/ 6 0
o

/ 12 0 × 2 56) を用

い た .

【結果】 r e a 卜 ti m e ci n e で得 られた E D V
,

E S V ,

E F の 値は s e g m e n t e d ci n e で得られた値とよく
一

致 した
.

【結語】 r e al - ti m e ci n e を用 い るこ と により短時

間で 息止 めな しに心機能評価が可能で ある .

5　肺腺癌自然史のrad i o l o g i c a l - m a t h e m a t i -

cal correlation

―si z e  r a n k i n g法での検討―
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肺腺癌の 初期状態を説明する モ デル と して
, 容

積倍加時間にもち い られる d lo g ( r) / dt - 一 定と

L o tk a - V olt e r r a 競合系＋拡散項モ デル 等の 拡散

方程式 を用 い る d r/ dt ニ ー 定 の い ずれが適切 な の

か を検討するた め
, 切除し H R C T と可能な 20 m m

以下 の G G A 1 93 病変中の 腫癌性病 変に 17 0 病変

に つ い て
, SIZ E R A N K I N G 法で検討をお こ な っ

た . d l o g ( r)/ dt -
一

定と して は 8 m m 以上 で の傾

きが小 さく, d r/ dt - 一

定と して は 5 m m 以下 の

傾きが小さい 傾向がみとめられ, 考察を加えた .

6　切除径5mm以下の肺異型腺腫様過形成の高

分解能CT像
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肺 異型腺腫様過形成 ( A A H ) は肺 腺癌の 前 癌

病変と考 えられて い る が
,

5 m m 以下 の 病変が 多

く病理学的検索で偶然発見 され る こ とが 多い た

め , 画像医学的検討 が十分 に なさ れて い る と は言

えな い
. 今回 M u ltid e t e c t o r - r o w C T ( M D C T)

に よ る術前全担癌肺葉高分解能 C T ( H R C T) を

用い て肺腺癌乗切症例の 病理検索でみ つ か っ た最

大径5 m m 以下 の A A H 4 3 病変と細気管支肺胞癌

( B A C) 13 病変の H R C T 所見を対比検討 した
. そ

の結果, A A H は B A C に比 し辺縁 が不鮮 明な傾向

が み られ た が
,

B A C と同様に限局性すりガ ラ ス

濃度 を呈 した . M D C T による広範囲の H R C T で

は 5 m m 以下 の A A H も検出可能 で あり, 経 過観

察 により A A H の 自然史の 解 明と肺腺癌の 早期発

見に役立 つ と考えられ る .

7　超音波検査における「四つん這い体位（crawl-

ing position on all fours）」の意義
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【目的 ･ 方法】 四 つ ん 這 い と い う体位 は超 音波

検査以外で は行 われて い ない 体位だろう と思う .

超音波検査の 初期より提唱されて い る体位の よう

だが文 献が少なく 日本語 の 名称も は っ きり し な

い . われわれも時々 利用 して い た が こ こ 数 ヶ 月,

多数例を経験 してみて , 坐位
･ 半坐位よりも安定

した体位で あり,
また被検者 に も受け入れ られや

す い体位であ っ た . より 一 層普及 されるよう症例


